
令和８年度河川・海岸整備の整備目標

●鹿児島県では、毎年のように河川の氾濫や高潮等による浸水被害が発生し、人命が危
険にさらされ、財産の損害が生じており、浸水被害対策は緊急の課題となっています。
このため、「防災施設」、「情報」が一体となった『安全な地域づくり』を目指すとと
もに、自然環境に配慮しながら、河川・海岸整備を進めます。

的確な情報

的確な情報提供

防災基盤
の整備

短期集中型の
事業等の展開

環境保全

うるおいのある
水辺空間の創出

安全な土地
利用への誘導

地域づくりと一体と
なった誘導

R8目標値R7実績値R6実績値整備指標整備方針

47.046.9 46.8 河川整備率（％）

災害に強い安全な県土のため
の防災基盤整備の推進

134.0139.8152.8 
高潮・侵食被害
危険区域面積（ha）



◆ 主な事業箇所の工事概要や整備目標など（県事業）
河川事業

担当事務所令和８年度の事業内容全体事業内容全体計画延長市町村事業名河川名

鹿児島地域振興局
建設部

ＪＲ田上橋付近の河川改修河口から大峯橋までの流下能力の向上を行い、浸水被害の軽減を図る。6,850m鹿児島市都市河川改修事業新川

鹿児島地域振興局
建設部

徳重地区の河川改修や荒瀬井堰の改修
神之川橋から支川長松川合流点付近までの流下能力の向上を行い、浸水被害の軽
減を図る。

3,700m日置市基幹河川改修事業神之川

鹿児島地域振興局
建設部

薩摩渡瀬橋の架替工日之出橋から湯之元橋付近までの流下能力の向上を行い、浸水被害の軽減を図る。5,145m
いちき串木野市
日置市

総合流域防災事業大里川

南薩地域振興局
建設部

支川中洲川の町田頭首工の改修
河口から上流の支川金山川合流点付近まで、支川中州川は花渡川合流点から下園
橋までの流下能力の向上を行い、浸水被害の軽減を図る。

7,875m枕崎市総合流域防災事業花渡川

南薩地域振興局
建設部

上ノ山橋の架替工河口から花川橋付近までの流下能力の向上を行い、浸水被害の軽減を図る。11,420m南さつま市基幹河川改修事業万之瀬川

南薩地域振興局
建設部

支川大王川の護岸整備
支川大王川合流点付近から野下橋付近まで、支川大王川は大王橋付近から有木橋
付近までの流下能力の向上を行い、浸水被害の軽減を図る。

3,200m南さつま市総合流域防災事業大浦川

北薩地域振興局
建設部

国道湯田橋の架替工
国道湯田橋から妙見橋上流付近までの流下能力の向上を行い、浸水被害の軽減を図
る。

2,330m薩摩川内市総合流域防災事業湯田川

北薩地域振興局
建設部

河道の測量設計委託県管理全区間の流下能力の向上を行い、浸水被害の軽減を図る。6,200m長島町総合流域防災事業小浜川

姶良・伊佐地域振興局
建設部

永瀬橋の架替工船津橋下流から新永瀬橋上流までの流下能力の向上を行い、浸水被害の軽減を図る。4,000m姶良市基幹河川改修事業別府川

姶良・伊佐地域振興局
建設部 伊佐市駐在

羽月川合流点付近の掘削工
羽月川合流点から上流へ約7,000m、支川青木川は市山川合流点から上流約約
3,000mの流下能力の向上を行い、浸水被害の軽減を図る。

10,186m伊佐市総合流域防災事業市山川

大隅地域振興局
建設部

雄川橋から北之口橋区間の護岸整備河口から北之口橋付近までの流下能力の向上を行い、浸水被害の軽減を図る。4,650m南大隅町基幹河川改修事業雄川

大隅地域振興局
建設部

田中前橋の橋梁架替え肝属川合流点から国道２２０号までの流下能力の向上を行い、浸水被害の軽減を図る。3,650m鹿屋市総合流域防災事業甫木川

大隅地域振興局
建設部

合流点付近の樋門測量設計
庄内川は関之尾堰から1900m、溝之口川は庄内川合流部から1500mの流下能力の向
上を行い、H22.7月豪雨の洪水被害の軽減及び再度災害防止を図る。

3,400m曽於市総合流域防災事業
庄内川
溝之口川

熊毛支庁
建設部

鴎橋架け替えに係る設計委託赤尾木橋から市道橋付近までの流下能力の向上を行い、浸水被害の軽減を図る。6,200m西之表市総合流域防災事業甲女川

大島支庁
建設部

稲袋橋より下流の築堤・護岸工
河口から2,700m区間の流下能力の向上を行い、H22.10月豪雨の洪水被害の軽減及び
再度災害防止を図る。浸水被害の軽減を図る。

2,700m奄美市総合流域防災事業住用川

海岸事業
担当事務所令和８年度の事業内容全体事業内容全体計画延長市町村事業名海岸名

大隅地域振興局
建設部

護岸整備（老朽化対策）
海岸保全施設（護岸）の老朽化対策を行い、護岸機能の回復・強化を推進することによ
り、背後地の保全を図る。

600m錦江町
海岸堤防等老朽化対策
緊急事業

馬場海岸



【令和８年度の整備目標】

二級河川 神之川 基幹河川改修事業

【概 要】
◇神之川は、鹿児島市郡山町の八重山に源を発し、

日置市街地部を貫流して東シナ海に至る流域面積
約99k㎡、流路延長約26kmの二級河川です。

◇下流の南神之川地区、中流の太田地区、上流の市
街地部において、下流から整備を進めています。

◇南神之川地区及び大田地区については、橋梁の架
替や河道の拡幅が完了しており、ネック地点の解
消が図られたところです。

◇日置市街地部については、現在、荒瀬井堰の本体
工事を進めており、浸水被害の解消に向けて取り
組んでいるところです。

【整備効果】
●災害に強い安全な県土の形成

神之川の整備を実施することにより、浸水被害を
軽減し、人命・財産を守ります。

(4)「安心・安全な県民生活を実現する強靱な県土づくり」

荒瀬井堰の改築や河道掘削等を進めます。

全体計画 ３,７００ｍ

L=1600
ｍ

L=600ｍ L=1100ｍ L=400ｍ

下流
（南神之川地区）

中流
（大田地区） 上流

（日置市街地部）

（長松川）H16～H22
要対策箇所済
L＝400ｍ

大規模特定
河川事業
L＝500ｍ

中流（大田地区） 上流（日置市街地部）



二級河川 住用川 総合流域防災事業

【整備効果】
●災害に強い安全な県土の形成

住用川の整備を実施することにより、浸水被害を
軽減し、人命・財産を守ります。

(4)「安心・安全な県民生活を実現する強靱な県土づくり」

【概 要】
◇住用川は、大島郡大和村小川岳に源を発し、東

シナ海に注ぐ流域面積48.5k㎡、流路延15.5km
の二級河川です。

◇平成22年10月集中豪雨、平成24年９月台風17
号により、住用川では人的被害、甚大な住宅浸水
被害が発生しました。

◇平成２３年度から住用川の河道掘削、築堤、護岸、
橋梁改築等の整備に着手しており、河口から稲袋
橋上流までの区間（2,700m）について流下能力
の増大を図ります。

◇「自然と調和した川づくり検討委員会」における
有識者や地元住民等の意見を反映しながら、リュ
ウキュウアユやマングローブ群落に配慮した河川
改修を行っています。

【令和８年度の整備目標】
河道掘削、新堤防等の整備を行い、流下能力の向

上を図ります。
検討委員会の意見交換 自然と調和した川づくり



【令和８年度の整備目標】

寄洲除去を162箇所実施します。

寄洲除去 県単河川等防災事業

【概 要】

◇寄洲除去は、河川の氾濫を未然に防止するため
の重要な対策であることから、河川断面が著し
く阻害されるなど、治水上、緊急性の高い箇所
から、順次、実施しています。

◇令和２年度からは、緊急浚渫推進事業債の活用
により、予算を大幅に増額し、寄洲除去など河
川の維持管理に積極的に取り組んでいます。

【整備効果】
●災害に強い安全な県土の形成

寄洲除去を実施することにより、浸水被害を軽減し、
人命・財産を守ります。

寄洲除去前

(4)「安心・安全な県民生活を実現する強靱な県土づくり」

■永田川（鹿児島市）

寄洲除去後



【令和８年度の整備目標】
県内５沿岸のうち、令和７年度に大隅沿岸、鹿児島湾沿岸、八

代海沿岸を指定済です。令和８年度中に残る２沿岸（薩摩沿岸、
薩南諸島沿岸）の指定が完了できるよう、検討を進めます。

高潮浸水想定区域の指定 高潮対策事業

【概 要】

◇高潮浸水想定区域については、水防法に基づき、
高潮時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又は、浸
水を防止することにより、水災による被害の軽減
を図ることを目的として指定しています。

◇県内５沿岸において指定を進めており、指定が完
了した高潮浸水想定区域図においては、市町村に
提供するとともに県ホームページで公表していま
す。

◇市町村においては、避難経路や避難場所などの情
報を記載した高潮ハザードマップの作成等に活用
しています。

【整備効果】
●災害に強い安全な県土の形成

全ての沿岸における高潮浸水想定区域の指定により、
水災による被害の軽減が図られます。

(4)「安心・安全な県民生活を実現する強靱な県土づくり」

■高潮浸水想定区域（大隅沿岸）



【令和８年度の整備目標】
樋門等の補修・修繕・無人化を実施し、河川管理施
設の計画的な長寿命化対策を推進します。

一級河川 川内川水系 河川メンテナンス事業

【概 要】
◇川内川水系には、ゲート操作を伴う河川管理施

設が７３施設あり、これらの老朽化が著しい施
設及び規模の大きい施設の老朽化対策を実施し
ています。

◇これらの施設は、高齢化等によりゲート操作人
の確保が困難、急激な水位上昇の際に操作が遅
れるなどといった懸念があることから、修繕や
更新を計画的に実施することで、適切な治水機
能を確保しています。

◇また、土地利用状況や地域の実情を勘案した上
で,必要に応じて無人化（フラップゲート化等）
に取り組んでいます。

【整備効果】
●災害に強い安全な県土の形成

長寿命化計画に基づく延命化の措置を適正に実施し
ます。

(4)「安心・安全な県民生活を実現する強靱な県土づくり」

無人化（フラップゲート化）

樋管内部のコンクリート補修

久留巣水門

佐目野樋門



【令和８年度の整備目標】

護岸の老朽化対策を26ｍ実施します。

馬場海岸 海岸堤防等老朽化対策緊急事業

【概 要】
◇馬場海岸は、大隅半島南西部の錦江町に位置

し、鹿児島湾入口付近に面した海岸保全区域
延長２、５６０mの海岸です。

◇護岸等の海岸保全施設が昭和３５年から３７
年にかけて築造され、５０年以上経過し、老
朽化が進んでいました。

◇構造物には亀裂や沈下、吸い出しに伴う空洞
が多数発生し、護岸機能が著しく低下してい
ました。

◇このため、平成２７年度から海岸堤防等老朽
化対策緊急事業による護岸の機能回復・強化
に取り組んでいます。

【整備効果】
●災害に強い安全な県土の形成

海岸保全施設（護岸）の老朽化対策を行い、護岸機能の回復・
強化を推進することにより、背後地の保全を図ります。

●護岸工の整備による海岸環境の保全・創出
風水害から沿岸の暮らしを守りつつ、快適で安全に人々が自然

とふれあえる、魅力的な海岸づくりを進めます。

(4)「安心・安全な県民生活を実現する強靱な県土づくり」

：施工済

：未施工


